
　

こ
と
し
５
月
18
日
、
民
事
裁
判
手
続

の
Ｉ
Ｔ
化
を
主
な
目
的
と
す
る
改
正
民

事
訴
訟
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
い
ま

す
。
改
正
前
の
民
事
訴
訟
法
は
「
現
法
」

と
い
い
ま
す
）
が
成
立
し
ま
し
た
。
同

月
25
日
に
公
布
さ
れ
、
公
布
日
か
ら
４

年
以
内
に
段
階
的
に
施
行
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

改
正
の
背
景
と
経
緯

　

近
年
、
日
本
の
民
事
裁
判
手
続
は
図

表
１
の
よ
う
に
、
申
立
て
等
に
関
し
て

は
書
面
で
の
提
出
が
必
要
な
こ
と
や
、

関
係
者
の
多
数
が
一
堂
に
会
さ
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
等
、
Ｉ
Ｔ
化
の
面
に
関
し

て
は
、
他
の
先
進
国
に
比
べ
か
な
り
立

ち
後
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
わ
が
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
や
国
際
競
争
力
の
観
点
か
ら
見
た
場

合
、
利
用
者
目
線
に
立
っ
た
裁
判
手
続

の
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
声
が
、
政
財
界
を
中

心
に
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
６
月
、
当
時
の
安
倍
内

閣
が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ａ

Ｉ
等
を
産
業
や
生
活
に
取
り
入
れ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
を
解
決
す
る
社

会
の
実
現
を
目
指
す
「
未
来
投
資
戦
略

２
０
１
７
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
民
事
裁
判
手
続
の
Ｉ

Ｔ
化
が
重
要
な
政
策
課
題
の
１
つ
と
位

置
付
け
ら
れ
、
同
年
10
月
に
「
裁
判
手

続
等
の
Ｉ
Ｔ
化
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ

ま
す
。

　

さ
ら
に
翌
年
６
月
の
「
未
来
投
資
戦

略
２
０
１
８
」
で
は
、「
世
界
で
一
番
企

業
が
活
動
し
や
す
い
国
の
実
現
」
の
方

策
の
１
つ
と
し
て
裁
判
手
続
等
の
Ｉ
Ｔ

化
の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、「
裁
判
手
続
等
の

Ｉ
Ｔ
化
検
討
会
」
で
の
検
討
の
結
果
、

民
事
裁
判
手
続
の
Ｉ
Ｔ
化
に
つ
い
て
、

以
下
の
「
３
つ
の
ｅ
」
が
提
唱
さ
れ
ま

し
た
。

ｅ
提
出

ｅ
提
出

　

紙
媒
体
の
裁
判
書
類
を
裁
判
所

に
持
参
・
郵
送
等
す
る
現
行
の
取

扱
い
に
代
え
、
24
時
間
３
６
５
日

利
用
可
能
な
、
電
子
情
報
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
提
出
へ
極
力
移
行
し
、

一
本
化
し
て
い
く
。

ｅ
事
件
管
理

ｅ
事
件
管
理

　

裁
判
所
が
管
理
す
る
事
件
記
録

や
事
件
情
報
に
つ
き
、
訴
訟
当
事

者
本
人
お
よ
び
訴
訟
代
理
人
の
双

方
が
、
随
時
か
つ
容
易
に
、
訴
状
、

答
弁
書
そ
の
他
の
準
備
書
面
や
証

拠
等
の
電
子
情
報
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
期
日
の
進
捗
状
況
等
も
確
認

で
き
る
し
く
み
の
構
築
を
目
指
す
。

ｅ
法
廷

ｅ
法
廷

　

裁
判
所
へ
出
頭
す
る
た
め
の
時

間
的
・
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

審
理
の
充
実
度
を
高
め
る
た
め
、

民
事
訴
訟
手
続
の
全
体
を
通
じ

て
、
テ
レ
ビ
会
議
や
ウ
ェ
ブ
会
議
の

活
用
を
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と
を

目
指
す
。

ＩＴ化されます

このほど、民事裁判をデジタル化
する改正民事訴訟法が可決・成立
しました。裁判のさまざまな部分
でITが活用可能となり、裁判期間
も短縮されます。ここでは、改正の
あらまし、変更点を紹介します。

弁護士法人広島メープル法律事務所

弁護士甲斐野 正行

123

民事訴訟法の改正により

民事裁判手続が

eee
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こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
民
事
裁
判
手

続
の
Ｉ
Ｔ
化
を
段
階
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
次
㌻
図
表
２
参

照
）。

　

ま
ず
は
２
０
２
０
年
２
月
か
ら
、
法

改
正
を
待
た
ず
に
実
務
的
な
運
用
で
実

現
で
き
る
Ｉ
Ｔ
化
が
、
先
行
し
て
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ｅ
法
廷
」
の
一
部
と
し
て
、
裁
判

所
と
代
理
人
弁
護
士
の
事
務
所
を
ウ
ェ

ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
「
Ｔ

ｅ
ａ
ｍ
ｓ
」
を
使
用
）
で
つ
な
ぎ
、
当

事
者
が
直
接
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
な
く

争
点
整
理
手
続
を
行
な
う
こ
と
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
ｅ
提
出
」
の
一
部
と
し
て
、

事
件
の
訴
訟
代
理
人
（
弁
護
士
等
）
が

双
方
と
も
に
希
望
す
る
場
合
、
24
時
間

３
６
５
日
利
用
で
き
る
民
事
裁
判
書
類

電
子
提
出
シ
ス
テ
ム
（
通
称
「
ｍ
ｉ
ｎ

ｔ
ｓ
」）
を
利
用
し
た
裁
判
書
類
の
オ

ン
ラ
イ
ン
提
出
が
、
こ
と
し
２
月
か
ら

試
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
民
事
裁
判
手
続
を
Ｉ
Ｔ
化

す
る
う
え
で
法
改
正
が
必
要
な
部
分
に

つ
い
て
、
法
制
審
議
会
の
審
議
を
経

て
、
民
事
訴
訟
法
等
の
改
正
法
案
が
国

会
に
提
出
さ
れ
、
前
述
の
と
お
り
新
法

が
成
立
し
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

民
事
裁
判
は

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
　

主
な
改
正
点

ｅ
法
廷

ｅ
法
廷

【
争
点
整
理
手
続
等
】

　

ま
ず
、
前
述
の
よ
う
に
法
改
正
せ
ず

に
で
き
る
部
分
と
し
て
、
ウ
ェ
ブ
会
議

を
利
用
し
た
争
点
整
理
手
続
の
際
の
運

用
が
前
倒
し
で
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

争
点
整
理
手
続
に
は
次
の
よ
う
な
手

続
が
含
ま
れ
ま
す
。

▼
書
面
に
よ
る
準
備
手
続

　
当
事
者
が
遠
く
離
れ
た
土
地
に
住
む
場

合
な
ど
に
、
裁
判
所
に
出
頭
す
る
こ
と
な
し

に
準
備
書
面
の
提
出
等
に
よ
り
争
点
等
を

整
理
す
る
手
続

▼
弁
論
準
備
手
続

　
争
点
と
証
拠
の
整
理
を
目
的
と
し
て
、
双

方
の
当
事
者
ま
た
は
訴
訟
代
理
人
が
立
ち

会
い
、
今
後
の
裁
判
の
進
め
方
を
話
し
合
う

手
続

▼
進
行
協
議
期
日

　
口
頭
弁
論
の
期
日
外
に
お
い
て
、
そ
の
審

理
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
当

事
者
双
方
が
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
る
期

日
　

折
し
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り

３
密
回
避
な
ど
人
流
抑
制
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ウ
ェ
ブ
会
議

は
予
想
以
上
に
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
双
方
の
弁
護
士
が
裁
判
所
に
出

向
か
な
く
て
も
で
き
る
「
書
面
に
よ
る

準
備
手
続
」
に
よ
り
大
半
の
事
件
で
、

原
・
被
告
双
方
の
弁
護
士
が
各
自
の
法

律
事
務
所
に
い
た
ま
ま
、
Ｐ
Ｃ
画
面
越

し
に
相
手
方
弁
護
士
や
裁
判
官
の
顔
を

見
な
が
ら
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
法
の
も
と
で
は
弁
論
準

準
備
書
面

証
拠
の
提
出
等

準
備
書
面

証
拠
の
提
出
等

和
解
手
続

成
立

不服

和解勧告

訴状の
送達

訴状の
提出

書面の
事前送付

答弁書の提出

不成立

図表1　現行民事訴訟法下における
　　　民事訴訟手続の流れの例

裁判所
原告被告

上 訴確 定

第
１
回 

口
頭
弁
論
期
日
の
前
ま
で

第
１
回
期
日 

〜 

争
点
整
理
手
続

人
証
調
べ・
弁
論
終
結
・
判
決

訴状の
受付・審査

期日の指定等

人証調べ

弁論終結

判決言渡し

第１回
口頭弁論期日

争点整理手続

争点の確定

訴
え
の
提
起

応 

訴

…
…

出典： 裁判手続等のIT化検討会 
 「裁判手続等のIT化に向けた取りまとめー「３つのe」の実現に向けて」

〒
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備
手
続
な
ど
で
ウ
ェ
ブ
会
議
を
利
用
す

る
に
は
、
一
部
の
当
事
者
の
出
頭
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
新
法
で
は
、
こ
う
し
た
制
約

な
く
ウ
ェ
ブ
会
議
に
よ
る
弁
論
準
備
手

続
が
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
た
う
え

で
、
本
来
公
開
の
法
廷
に
双
方
当
事
者

が
出
頭
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
口

頭
弁
論
期
日
（
双
方
の
当
事
者
ま
た
は

そ
の
訴
訟
代
理
人
が
出
頭
し
、
事
前
に

裁
判
所
に
提
出
し
た
書
面
に
基
づ
い
て

主
張
を
述
べ
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
た
め

の
証
拠
を
提
出
す
る
期
日
）
も
、
ウ
ェ

ブ
会
議
で
開
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

進
行
協
議
期
日
に
つ
い
て
も
、
最
高

裁
規
則
で
同
様
の
手
当
が
さ
れ
る
予
定

で
す
。

【
証
人
尋
問
等
】

　

新
法
で
は
、
証
人
尋
問
の
点
で
も
当

事
者
や
関
係
者
が
裁
判
所
に
出
向
か
な

く
て
も
柔
軟
に
行
な
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
ウ
ェ
ブ
会
議
に
よ
る
尋
問
が

実
施
で
き
る
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し

た
。
現
法
下
に
お
い
て
も
、
テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
尋
問
の
規
定
は
あ

る
の
で
す
が
、

▼
証
人
が
遠
隔
地
に
居
住
し
て
い
る

▼
裁
判
長
お
よ
び
当
事
者
が
在
席
す
る
場

所
で
は
、
証
人
が
精
神
の
平
穏
を
著
し

く
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
い
う
要
件
が
課
さ
れ
、
使
え
る
場
面

が
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
新
法
で
は
、
こ
の
よ
う
な
要

件
を
満
た
さ
な
く
て
も
、
当
事
者
に
異

議
が
な
け
れ
ば
ウ
ェ
ブ
会
議
に
よ
る
尋

問
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
現
法
下
で
は
、
ウ
ェ
ブ
会
議

等
を
利
用
し
た
証
人
尋
問
を
行
な
う
場

合
に
は
、
証
人
が
裁
判
所
に
出
頭
す
る

（
た
だ
し
、
証
人
は
法
廷
で
は
な
い
別

室
に
い
て
ビ
デ
オ
リ
ン
ク
で
法
廷
と
つ

な
ぐ
）
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

新
法
で
は
裁
判
所
が
相
当
と
認
め
れ

ば
、
当
事
者
の
意
見
を
聴
い
て
裁
判
所

外
で
ウ
ェ
ブ
会
議
を
用
い
た
尋
問
も
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
証
人
の
協
力
が
得
や
す

く
な
り
、
裁
判
所
へ
の
出
頭
の
た
め

に
、
当
事
者
、
証
人
お
よ
び
裁
判
所
の

都
合
を
合
わ
せ
る
の
が
難
し
く
、
尋
問

期
日
が
先
に
伸
び
て
し
ま
う
事
態
も
少

な
く
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
離
婚
調
停
で
も
ウ
ェ
ブ
会

議
で
の
参
加
が
可
能
と
さ
れ
、
暴
力
的

な
配
偶
者
と
対
面
せ
ず
に
離
婚
成
立
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ｅ
提
出
・ｅ
事
件
管
理

ｅ
提
出
・ｅ
事
件
管
理

　

現
法
で
は
、
当
事
者
が
裁
判
所
に
提

出
す
る
裁
判
書
類
、
裁
判
所
が
作
成
す

る
判
決
書
・
調
書
・
呼
出
状
等
は
す
べ

て
紙
で
提
出
・
保
管
・
管
理
が
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
時
間
と
手

間
、
費
用
が
か
か
り
、
こ
れ
が
無
視
で

き
な
い
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

新
法
で
は
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
記
録
を

電
子
化
す
る
こ
と
で
、
合
理
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
提
出
】

　

裁
判
書
類
は
、
現
法
で
は
紙
で
裁
判

所
へ
持
参
す
る
か
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
訴
状
等
一
定
の
裁
判
書
類
は
持
参
か

郵
送
の
み
）
で
の
提
出
し
か
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
手
間
も
時
間

も
か
か
り
ま
す
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は

字
が
つ
ぶ
れ
て
読
め
な
い
こ
と
も
よ
く

あ
り
、
再
度
明
瞭
な
書
類
を
郵
送
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

図表2　３つのeとは

ｅ提出
e-Filing

ｅ事件管理
e-Case Management

ｅ法廷
e-Court

▲ 主張・証拠を
オンライン提出に
一本化

▲ 手数料の
電子納付・電子決済

▲ 訴訟記録を
電子記録に一本化

▲ 主張・証拠への
随時オンライン
アクセス

▲ 裁判期日を
オンラインで調整

▲ 本人・代理人が
期日の進捗・進行
計画を確認

▲ ウェブ会議・テレビ
会議の導入・拡大

▲ 口頭弁論期日
（第１回期日等）の
見直し

▲ 争点整理段階に
おける
ITツールの活用

裁判手続等のIT化の主な内容

出典： 裁判手続等のIT化検討会 「裁判手続等のIT化に向けた取りまとめー「３つのe」の実現に向けて」
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新
法
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
提
出
が
可
能

と
な
り
、
こ
う
し
た
不
都
合
の
大
部
分

が
解
消
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
弁
護
士
を
立
て
る
訴
訟
の
場

合
は
、
裁
判
書
類
の
オ
ン
ラ
イ
ン
提
出

が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
弁
護
士
を
立
て
な
い
本
人
訴

訟
の
場
合
、
Ｉ
Ｔ
弱
者
へ
の
配
慮
か

ら
、
従
来
ど
お
り
紙
の
書
面
等
に
よ
る

申
立
て
も
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
シ
ス
テ
ム
送
達
】

　

現
法
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
さ

れ
た
訴
状
等
は
、
出
力
し
て
紙
の
書
面

と
し
て
相
手
方
当
事
者
に
送
達
さ
れ
る

の
が
原
則
で
す
。

　

新
法
で
は
、
訴
状
等
を
受
け
る
者
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
通
知
に
よ
る
送
達

（
シ
ス
テ
ム
送
達
）
を
受
け
る
旨
の
届

出
を
す
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
送
達
に
よ
り

受
領
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
送
達
は
、
通
知
を
受
け
た

者
が
裁
判
所
の
事
件
管
理
シ
ス
テ
ム
に

ア
ク
セ
ス
し
て
電
子
書
類
の
閲
覧
等
を

し
た
と
き
、
ま
た
は
通
知
が
発
せ
ら
れ

た
日
か
ら
１
週
間
が
経
過
し
た
と
き
の

い
ず
れ
か
早
い
と
き
に
訴
状
等
の
送
達

の
効
力
を
生
じ
ま
す
。

　

弁
護
士
を
立
て
る
場
合
は
シ
ス
テ
ム

送
達
を
受
け
る
旨
の
届
出
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
通
常
シ
ス
テ
ム
送
達

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
訴
訟
記
録
の
電
子
化
】

　

新
法
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
さ

れ
た
電
子
書
類
の
ほ
か
、
裁
判
所
が
作

成
す
る
呼
出
状
、
判
決
書
等
も
電
子
化

さ
れ
、
訴
訟
記
録
は
原
則
と
し
て
電
磁

的
に
記
録
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
提
出
さ
れ
た
証
拠
書
類

も
、
そ
の
電
子
デ
ー
タ
を
事
件
管
理
シ

ス
テ
ム
上
で
取
り
調
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
判
決
は
、
言
渡
し
自
体
は
新
法

に
お
い
て
も
、
従
来
ど
お
り
公
開
法
廷

に
お
い
て
口
頭
で
な
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
判
決
書
に
関
し
て
は
、
現
法

上
で
は
裁
判
官
が
作
成
し
た
紙
の
判
決

書
を
、
当
事
者
に
窓
口
で
交
付
ま
た
は

郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
法
で
は
、
裁
判
官
が
電
磁
的
記
録

と
し
て
作
成
し
た
電
子
判
決
書
（
署
名

は
電
子
署
名
）
を
事
件
管
理
シ
ス
テ
ム

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、
裁
判
の
当
事
者

は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
登
録
、
ア
ク
セ

ス
し
て
閲
覧
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
の
場

合
は
、
現
法
で
は
当
事
者
も
裁
判
所
に

出
向
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
法

で
は
訴
訟
記
録
の
電
子
化
に
伴
い
、
当

事
者
お
よ
び
利
害
関
係
の
な
い
第
三
者

は
、
電
子
訴
訟
記
録
を
裁
判
所
外
の
端

末
か
ら
閲
覧
・
複
写
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

民
事
裁
判
を

起
こ
す
際
の

留
意
点
と
課
題

　

現
在
、
民
事
保
全
・
執
行
・
倒
産
手

続
や
家
事
事
件
等
の
裁
判
で
も
、
Ｉ
Ｔ

化
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
も
実
現
す
れ
ば
、
提
訴
前
の
民
事

保
全
（
仮
差
押
や
仮
処
分
）
か
ら
、
判

決
後
の
民
事
執
行
ま
で
の
民
事
事
件
全

体
と
し
て
相
当
の
効
率
化
、
迅
速
化
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

そ
の
限
り
で
は
、
紛
争
解
決
の
た
め

に
、
Ｉ
Ｔ
化
さ
れ
た
民
事
訴
訟
手
続
を

中
小
企
業
が
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
高

ま
る
と
い
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
ツ
ー
ル
の
問
題
で

あ
り
、
民
事
裁
判
で
主
張
・
提
出
す
る

べ
き
内
容
（
訴
訟
活
動
の
内
容
）
が
Ｉ

Ｔ
化
に
よ
り
変
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、

弁
護
士
を
立
て
な
い
本
人
訴
訟
活
動
の

ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

む
し
ろ
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
民
事
裁
判
手
続

は
、
当
事
者
側
で
こ
れ
に
対
応
で
き
る

Ｐ
Ｃ
、
ソ
フ
ト
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
等
の
物

的
設
備
と
そ
れ
を
使
い
こ
な
せ
る
能
力

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
投
資
も

必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。
Ｉ
Ｔ
弱
者

は
、
新
法
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
享
受
で

き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
そ
の
サ

ポ
ー
ト
を
ど
う
す
る
か
が
議
論
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
に
は
一
般
に
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
問
題
が
あ
り
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
を
契
機
に
、

企
業
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
が
広
く
普
及
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
情
報
漏
え

い
や
不
正
ア
ク
セ
ス
等
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
化
し
た
民
事
裁
判
手
続
で
も
、

事
件
管
理
シ
ス
テ
ム
の
ア
カ
ウ
ン
ト
や

パ
ス
ワ
ー
ド
の
漏
え
い
、
そ
れ
を
使
っ

た
成
り
す
ま
し
な
ど
、
同
様
の
問
題
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

裁
判
で
は
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
、
企
業
秘
密
な
ど
機
密
性
が
高
い
情

報
を
扱
う
こ
と
が
多
い
で
す
か
ら
、
な

お
一
層
、
厳
重
な
情
報
管
理
体
制
を
整

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
前
倒
し
に
試
行
運
用
さ
れ

て
い
る
ウ
ェ
ブ
会
議
に
よ
る
争
点
整
理

手
続
や
「
ｍ
ｉ
ｎ
ｔ
ｓ
」
で
は
、
こ
う

し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
も
あ
る
た

め
、
双
方
弁
護
士
が
立
て
ら
れ
て
い
る

裁
判
の
場
合
に
限
定
し
て
運
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
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